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あみ広
報

『あみ大使』に
ノブ＆フッキーら 3組

■『あみ大使』に委嘱状
町の魅力を全国に PR する『あみ大使』を新設し、

大使にものまねコンビの「ノブ＆フッキ―」（写真
上段）とライブ活動やゲーム音楽を制作するシン
ガーソングライターの薬師るりさん（写真中段）、
茨城放送のラジオ番組「かなりアン・アイランド」
のパーソナリティとして活躍した藤田加奈子さん

（写真左）の 3 組が決まり、8 月 8 日の『まい・あみ・
まつり』の中で、天田町長から委嘱状が手渡され
ました。任期は平成 27 年 8 月 7 日までの 5 年間。



さわやかフェア
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さ
わ
や
か
フ
ェ
ア
は
、
町
の
健
康
・
福
祉
・
環
境
・
産
業
・
消
防
等
お
よ

び
町
社
会
福
祉
協
議
会
・
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業

P
R
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
回
も
町
商
工
会
主
催
『
商
工
ま
つ
り
』、
県
立

医
療
大
学
の
学
園
祭
『
創
療
祭
』
と
同
時
開
催
に
な
り
ま
す
。
三
つ
の
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
楽
し
い
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

※
野
外
の
催
し
は
天
候
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

環
境
展

▼
家
庭
犬
の
訓
練
・
し
つ
け
教

室
▼
動
物
よ
ろ
ず
相
談

産
業
生
活
展

▼
霞
ヶ
浦
浄
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▼
消
費
生
活
展
▼
消
費
生
活
相

談
▼
商
工
観
光
P
R
▼
も
ち

配
布
▼
水
産
物
加
工
品
販
売
▼

そ
ば
打
ち
・
販
売
▼
野
菜
販
売

▼
い
も
煮
販
売
▼
森
林
ク
ラ
ブ

活
動
P
R

ー
な
ど

消
防
・
救
急
展

▼
車
両
展
示
▼
応
急
手
当
講

習
▼
煙
体
験
▼
火
災
予
防
ポ

ス
タ
ー
展
▼
住
宅
用
火
災
警

報
器
展
示

ー
な
ど

社
会
福
祉
協
議
会
展

▼
介
護
福
祉
機
器
展
示
▼
社
協

事
業
P
R
▼
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
作
品
展
示
▼
福
祉
バ
ザ
ー

▼
ミ
ニ
手
話
講
座
▼
朗
読
体

験
▼
E
M
講
習
会
▼
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
売
店

ー
な
ど

健
康
づ
く
り
展

▼
健
康
食
試
食
▼
町
の
味

づ
く
り
▼
活
動
報
告
▼

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
▼

健
康
体
操
指
導
▼
薬
物
乱

用
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
▼

食
品
衛
生
コ
ー
ナ
ー
▼
献

血
コ
ー
ナ
ー
▼
健
康
相
談

▼
健
康
標
語
表
彰
・
展
示
▼

脳
年
齢
・
血
管
年
齢
チ
ェ
ッ

ク
コ
ー
ナ
ー

ー
な
ど

福
祉
展

▼
障
害
者
福
祉
協
議
会
活
動

展
示
・
模
擬
店
▼
加
工
品
・
農
作

物
・
牛
乳
パ
ッ
ク
小
物
類
・
制

作
物
販
売
▼
サ
ッ
カ
ー
チ
ャ

レ
ン
ジ
ゴ
ー
ル
▼
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

ー
な
ど

国
保
年
金
展

▼
年
金
な
ん
で
も
相
談
▼
医

療
費
状
況
紹
介

ー
な
ど

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
展

▼
製
作
品
展
示
販
売
▼
事
業

紹
介

ー
な
ど

そ
の
他

▼
町
長
と
話
そ
う
コ
ー
ナ
ー

▼
阿
見
吉
原
地
区
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
▼
圏
央
道
促
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
▼
上
下
水
道
パ
ネ

ル
展
示
▼
ふ
れ
あ
い
地
区
館

コ
ー
ナ
ー
▼
町
国
際
交
流
協

会
活
動
P
R

・模
擬
店
▼
町
民

活
動
セ
ン
タ
ー
活
動
P
R
▼

地
デ
ジ
相
談
会

ー
な
ど

問い合わせ　さわやかフェア 2010 事務局：企画財政課☎ 888ー1111（222）
日時：10月 24日（日）午前 10時〜午後 3時

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
『
救
命
講
習
会
』
受
講
者

募
集

▼
日
時	

10
月
24
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
1
時

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
2
階
大
会
議

室
▼
対
象	

町
内
在
住
・
在
勤
で
中
学

生
以
上
の
人

▼
内
容	

『
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
』
心

肺
そ
生
法
と
A
E
D
（
除
細
動

器
）
の
取
り
扱
い

▼
受
講
料　

無
料

▼
募
集
人
数	

20
人
（
定
員
で
締

切
）

▼
申
込
方
法	

10
月
15
日
（
金
）
ま

で
に
、
直
接
左
記
に
申
し
込
む

▼
問
い
合
わ
せ	

消
防
署
☎
8
8
7

ー

0
1
1
9

■
犬
の
訓
練
・
し
つ
け
教
室

▼
日
時	

10
月
24
日
（
日
）
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
あ
ず
ま
や

▼
対
象	

生
後
5
か
月
以
上
で
狂

犬
病
予
防
注
射
・
ワ
ク
チ
ン
接
種

済

ー
の
犬　

※
か
み
つ
く
な

ど
凶
暴
な
犬
は
不
可

▼
内
容	

主
に
散
歩
時
に
お
け
る

訓
練
・
獣
医
師
に
よ
る
ペ
ッ
ト
に

関
す
る
相
談

▼
募
集
人
数	

15
人
（
定
員
で
締

切
。
1
人
1
匹
に
限
る
）

▼
申
込
方
法	

10
月
12
日
（
火
）
〜

21
日
（
木
）
の
間
に
、
電
話
で
左

記
に
申
し
込
む

▼
そ
の
他　

雨
天
中
止
・
受
講
料
無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
☎

8
8
8
ー

1
1
1
1
（
1
4
2
）

■
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中

止
に
つ
い
て

例
年
実
施
し
て
き
た
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
各
団
体
に
お
け

る
制
作
品
販
売
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
の
拡
大
充
実
に
よ
る
競
合

を
避
け
る
た
め
、
中
止
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。



　県立医療大学
　日時：10月 23日（土）・24日（日）午前 10時から　問い合わせ：県立医療大学教務課☎ 840ー2108

　町 商 工 会
　日時：10月24日（日）午前9時20分〜午後4時　問い合わせ：商工まつり事務局（町商工会）☎887ー0552
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さわやかフェアさわやかフェア

●
交
通
規
制
を
実
施

『
さ
わ
や
か
フ
ェ
ア
』
開
催
に

伴
い
町
道
の
一
部
を
交
通
規
制
し

ま
す
。
当
日
は
、
う
回
路
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
（
上
図
参
照
）。

ま
た
、
規
制
時
間
内
は
高
速
バ

ス
『
県
立
医
療
大
学
』
停
留
所
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
前
後
の
『
東

京
医
大
前
』『
阿
見
中
央
』
停
留
所

等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（『
県
立

医
療
大
学
』
停
留
所
以
外
の
町
内

停
留
所
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
）。ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
規
制
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後

4
時

▼
規
制
内
容　

車
両
通
行
止

●
駐
車
場

会
場
付
近
の
駐
車
場
は
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
さ
わ

や
か
セ
ン
タ
ー
構
内
駐
車
場
（
障

害
者
用
）
は
一
般
の
来
場
者
の
ご

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
役
場
駐
車

場
・
キ
リ
ン
協
和
フ
ー
ズ
駐
車
場
・

県
立
医
療
大
学
を
循
環
す
る
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
上

図
参
照
）。

同時開催



学
校
・
阿
見
第
一
小
学
校
・
阿
見
第
二

小
学
校
▼
中
学
校
等
：
阿
見
中
学
校
・

朝
日
中
学
校
・
竹
来
中
学
校
・
霞
南
至

健
中
学
校
・
霞
ヶ
浦
聾ろ
う

学
校
▼
保
育

所
：
中
郷
保
育
所
・
学
校
区
保
育
所
・
二

区
保
育
所
・
南
平
台
保
育
所
▼
幼
稚

園
：
阿
見
み
ど
り
幼
稚
園
・
阿
見
幼
稚

園
・
荒
川
沖
幼
稚
園
・
ふ
た
ば
幼
稚
園

▼
保
育
園
：
あ
ゆ
み
保
育
園
・
阿
見
ひ

か
り
保
育
園

内
容	

絵
画
・
工
作
・
毛
筆
・
硬
筆
の
各
部
門

期
間	

10
月
27
日（
水
）〜
11
月
3
日（
水
）

時
間	

午
前
9
時
〜
午
後
5
時　

※
10
月

27
日
（
水
）
は
午
後
1
時
か
ら
、
11

月
3
日
（
水
）
は
正
午
ま
で

場
所	

町
民
体
育
館
・
中
央
公
民
館

展
示
内
容	

▼
美
術
：
日
本
画
・
篆て
ん

刻
・
洋

画
・
水
墨
画
・
書
道
・
植
物
画
・
七
宝
焼
・

写
真・ち
ぎ
り
絵・木
彫・陶
芸・絵
手
紙・

ペ
ン
習
字
・
獅し
し子
頭
・
面
打
ち
・
押
し
花

ー
な
ど
▼
古
典
芸
能
：
生
花
▼
文

学
：
俳
句・短
歌
▼
生
活
文
化
：
手
編
み・

草
人
形
・
手
芸
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
革
工

芸
・
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
・
リ
ボ
ン
ア
ー
ト

ー
な
ど

作
品
募
集
要
項　

6
ペ
ー
ジ
を
参
照

期
間	
10
月
29
日（
金
）〜
11
月
3
日（
水
）

時
間	

午
前
9
時
〜
午
後
5
時　

※
11
月

3
日
（
水
）
は
正
午
ま
で

場
所	

中
央
公
民
館

期
間	

10
月
26
日（
火
）〜
11
月
3
日（
水
）

時
間	

午
前
9
時
〜
午
後
5
時　

※
11
月

3
日
（
水
）
は
正
午
ま
で

場
所	

中
央
公
民
館

内
容	

小
学
三
～
六
年
生
の
ま
ち
づ
く
り

探
検
隊
作
品
展
示

期
間	

10
月
26
日（
火
）〜
11
月
3
日（
水
）

時
間	

午
前
9
時
〜
午
後
5
時　

※
11
月

3
日
（
水
）
は
正
午
ま
で

場
所	

中
央
公
民
館

内
容	
町
文
化
財
研
究
調
査
会
に
よ
る

展
示

期
間	

10
月
26
日（
火
）〜
11
月
3
日（
水
）

時
間	

午
前
9
時
〜
午
後
5
時　

※
11
月

3
日
（
水
）
は
正
午
ま
で

場
所	

中
央
公
民
館

内
容	

達
人
バ
ン
ク
登
録
者
の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
紹
介
と
作
品
展
示

期
間	

10
月
26
日（
火
）〜
11
月
7
日（
日
）

時
間	

午
前
9
時
〜
午
後
7
時

場
所	

中
央
公
民
館

出
展
学
校
・
保
育
所
等　

▼
小
学
校
：
阿
見

小
学
校
・
実
穀
小
学
校
・
吉
原
小
学
校
・

本
郷
小
学
校
・
君
原
小
学
校
・
舟
島
小

問い合わせ　生涯学習課☎888ー1111（326）                                                                                生涯学習フェスティバル

生涯学習フェスティバル
いきいき学びの町AMI

主催　いきいき学びの町AMI推進会議・町・町教育委員会

町では『いきいき学びの町 AMI 生涯学習フェスティバル』
として、10 月から 11 月にかけてさまざまな行事を開催

します。皆さんお誘い合わせの上、ぜひ、ご来場ください。

期
間	

10
月
30
日（
土
）〜
11
月
3
日（
水
）

時
間	

午
前
9
時
〜
午
後
5
時　

※
10
月

30
日
（
土
）
は
午
後
1
時
か
ら
、
11

月
3
日
（
水
）
は
午
後
3
時
ま
で

場
所	

君
原
公
民
館
多
目
的
室

内
容	

絵
画
・
木
彫
・
竹
細
工
・
獅
子
頭
・

わ
ら
細
工
・
写
真
・
押
し
花
・
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
・
ち
ぎ
り
絵
・
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

細
工
・
絵
手
紙
・
書
・
菊
花
展

ー
な
ど

期
日	

10
月
31
日
（
日
）

時
間	

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所	

君
原
公
民
館
茶
室

入
場
料　

無
料

期
日	

10
月
31
日
（
日
）

時
間	

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所	

中
央
公
民
館
和
室

入
場
料　

無
料

期
日	

11
月
6
日
（
土
）

●
午
前
の
部
：
8
時
30
分
〜
正
午

場
所	

町
内
各
小
・
中
学
校

内
容	

各
小
・
中
学
校
ご
と
の
行
事

●
午
後
の
部
：
1
時
〜
2
時
30
分

場
所	

町
民
体
育
館

内
容	

▼
教
育
委
員
会
表
彰
▼
少
年
の
主
張
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文
化
財
展

芸
術
展

ま
ち
づ
く
り

探
検
隊
作
品
展

児
童
生
徒
作
品
展

菊
花
展

地
区
在
住
者
芸
術
作

品
展

ふ
れ
あ
い
茶
会

共
に
育
は
ぐ
く

む『
教
育
の
日
』↖

お
茶
会

（
阿
見
煎
茶
同
好
会
）

達
人
バ
ン
ク
登
録
者

の
紹
介



※
次
ペ
ー
ジ
に
続
く

問い合わせ　生涯学習課☎888ー1111（326）                                                                                生涯学習フェスティバル

内
容	

伝
統
芸
能
発
表
・
児
童
演
技
発
表
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会
・
輪
投
げ
大
会
・

芸
術
作
品
展
ほ
か

●
第
二
小
学
校
区
『
地
区
館
ま
つ
り
』

期
日	

10
月
31
日
（
日
）

時
間	

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

場
所	

阿
見
第
二
小
学
校
体
育
館

内
容	

演
芸
発
表
・
作
品
展
示
発
表
・
ス
ポ

ー
ツ
大
会
ほ
か

●
実
穀
小
学
校
区
『
地
区
館
ま
つ
り
』

期
日	

11
月
21
日
（
日
）

時
間	

午
前
9
時
〜
午
後
0
時
30
分

場
所	

実
穀
小
学
校

内
容	

ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ム
・
輪
投
げ
・
伝
統

芸
の
発
表
ほ
か

●
舟
島
小
学
校
区
『
地
区
館
ま
つ
り
』

期
日	

11
月
21
日
（
日
）

時
間	

午
前
9
時
〜
午
後
2
時

場
所	

舟
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容	

伝
統
芸
能
発
表
、
児
童
・
園
児
の

合
唱
・
遊
戯
、
同
好
会
活
動
発
表
、

芸
術
作
品
展
ほ
か

●
本
郷
小
学
校
区
『
地
区
館
ま
つ
り
』

期
日	

11
月
21
日
（
日
）

時
間	

午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

場
所	

本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容	

芸
能
発
表
会
・
模
擬
店
・
子
ど
も
の

遊
び
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

●『
ふ
れ
あ
い
地
区
館
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
』

期
日	

11
月
28
日
（
日
）

時
間	

午
前
8
時
30
分
〜
正
午

場
所	

町
民
体
育
館
・
中
央
公
民
館

内
容	

ふ
れ
あ
い
地
区
館
対
抗
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
輪
投
げ
大
会

場
所	

図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

題
名	

「
劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
異
国

の
丘
」（
1
6
0
分
）

●
阿
見
小
学
校
区
『
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト

ま
つ
り
』

期
日	

10
月
3
日
（
日
）

時
間	

午
前
10
時
〜
午
後
1
時
30
分

場
所	

町
民
体
育
館

内
容	

▼
ス
テ
ー
ジ
発
表
：「
ダ
ン
ス
・

音
楽
・
舞
踊
」
ほ
か
▼
子
ど
も
の

広
場
・
ふ
れ
あ
い
の
広
場
：「
ス

ー
パ
ー
ボ
ー
ル・ポ
ッ
プ
コ
ー
ン・

金
魚
す
く
い
・
竹
馬
の
り
」
ほ
か

●
第
一
小
学
校
区
『
地
区
館
ま
つ
り
』

期
日	

10
月
17
日
（
日
）

時
間	

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

場
所	

か
す
み
公
民
館

内
容	

開
会
行
事・舞
台
発
表
（
演
技
等
）・

お
祭
り
広
場
（
昔
の
遊
び
等
）・
地

区
対
抗
輪
投
げ
大
会

●
吉
原
小
学
校
区
『
ふ
れ
あ
い
広
場
』

期
日	

10
月
17
日
（
日
）

時
間	

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
20
分

場
所	

吉
原
小
学
校
体
育
館
・
校
庭

内
容	

芸
能
発
表
会
・
作
品
展
・
模
擬
店
・

マ
ジ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
教
室
・
輪
投

げ
大
会
ほ
か

●
君
原
小
学
校
区
『
地
区
館
ま
つ
り
』

期
日	

10
月
31
日
（
日
）

時
間	

午
前
9
時
〜
午
後
2
時

場
所	

君
原
公
民
館

時
間	

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所	

図
書
館
2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
国
民
読
書
年
特
別
企
画
・
長
野
ヒ
デ
子

講
演
会
『
絵
本
が
生
ま
れ
る
と
き
』

期
日	

10
月
19
日
（
火
）

時
間	

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所	

図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

講
師	

長
野
ヒ
デ
子
氏

募
集
人
数	

70
人
（
町
内
在
住
者
優
先
）

●
古
本
市
（
古
本
配
布
）

期
間	

10
月
29
日（
金
）〜
11
月
4
日（
木
）

時
間	

午
前
9
時
〜
午
後
7
時

場
所	

図
書
館
玄
関

内
容	

除
籍
本
を
希
望
者
に
配
布
し
ま
す

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

期
日	
11
月
2
日
（
火
）

時
間	
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

場
所	

図
書
館
1
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

お
は
な
し
ポ
シ
ェ
ッ
ト

の
会

●
か
み
し
ば
い
会

期
日	

11
月
7
日
（
日
）

時
間	

午
後
2
時
〜
2
時
30
分

場
所	

図
書
館
1
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

レ
イ
ン
ボ
ー

●
お
り
が
み
教
室

期
日	

11
月
13
日
（
土
）

時
間	

午
前
10
時
〜
正
午

場
所	

図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

講
師	

増
田
智
美
氏

募
集
人
数	

20
人

●
映
画
会

期
日	

11
月
13
日
（
土
）

時
間	

午
後
2
時
か
ら

期
日	
11
月
6
日
（
土
）

時
間	

午
後
2
時
30
分
〜
4
時
30
分

場
所	

町
民
体
育
館

内
容	

▼
『
子
ど
も
達た
ち

を
取
り
巻
く
ネ
ッ

ト
環
境
の
実
態
と
そ
の
対
応
策
』

講
師
／
安
川
雅
史
氏

期
日	

11
月
14
日
（
日
）

時
間	

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所	

か
す
み
公
民
館

団
体	

▼
音
楽
：
ゆ
り
か
ご
会
・
喜
幸
会
阿

見
支
部
・
阿
見
大
正
琴
同
好
会
・
巳
佐
蔵

会
・
赤
鴬
会
・
か
す
み
湖
童
会
▼
舞
踊
：

道
松
会
・
英
美
会
・
欽
萃
会
・
布
美
華
会
・

若
ひ
さ
会
・
扇
美
会
・
あ
や
め
会
・
佐
保

苑
会
・
さ
つ
き
会
・
花
あ
わ
せ
・
喜
和
会
・

彩
喜
会
▼
芸
能
：
阿
見
か
っ
ぽ
れ
道
場
・

君
島
芸
能
保
存
会
・
曙
面
舞
会
・
阿
見
朗

風
会
・
郷
風
吟
詠
会
・
ク
ィ
ー
ン
ズ・
フ

ラ
ラ
・
ピ
カ
ケ

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
講
演
会
『
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
～
赤
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
か
ら
ひ
ろ

が
る
ま
ち
づ
く
り
～
』

期
日	

10
月
8
日
（
金
）

時
間	

午
前
10
時
〜
正
午

場
所	

図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

●
野
鳥
写
真
展

期
間	

10
月
15
日
（
金
）
〜
24
日
（
日
）

5　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

各
ふ
れ
あ
い
地
区
館
の

催
し

共
に
育
む
『
教
育
の
日
』

公
開
講
演
会（
無
料
）

芸
能
発
表
会

図
書
館
の
催
し



いきいき学びの町 AMI             生涯学習フェスティバル

●応募条件
▼美術
日本画・水墨画・洋画・植物画　一人 2点以内。6〜

50号。額装
書　　道	 一人 2 点以内。条幅・茶掛とし、表装を

原則とするが、仮巻でも良い（条幅の場
合は全長 240センチメートル以内）

ペン習字・篆刻　一人 2点以内。半切以内。額装
写　　真	 一人 2 点以内。白黒・カラーとも四ツ切

以上全紙まで。組写真可。パネルまたは
額装

ちぎり絵	 一人 2点以内。4〜 20号、額装
木彫・陶芸	 一人 2点以内。大きさは制限しない
七 宝 焼	 点数・大きさとも制限しない
絵 手 紙	 一人 2点以内。大きさは制限しない
獅 子 頭	 一人 1点
面 打 ち	 一人 2点以内
押　　花	 一人 2点以内。額装
▼生活文化
手芸・草人形・手編み・リボンアート・革工芸　一人 2

点以内。横 70センチメートル以内
パッチワーク・パンフラワー　一人 2点以内
▼古典芸能
生　　花	 一人 1 点。50 センチメートル四方とし

30杯で締め切る。流派は問わない
▼文学（『広報あみ』9月号に掲載したものを再掲載）
俳　　句	 兼題「芒（すすき）」および当季雑詠通し

て一人三句
▼俳句会：10月 3日（日）午前 10時～午後
3時　※募集は終了しました

短　　歌	 未発表の詠草一首をはがきに書き、10月
9日（土）までに中央公民館あてに郵送する
▼短歌会：10 月 17 日（日）午前 10 時～午

後 3時。投歌料：1,500 円（昼食代含む）
当日徴収

●出品要領
応募資格	 町内在住または町内に勤務する人で、満

16歳以上の人
作品条件	 原則として自己制作の未発表のもの
搬入日時	 10 月 27 日（水）午前 9時～正午の間に町

民体育館に搬入する。上記以外の搬入は
一切受け付けない

注意事項	 ▼出品する人は、雅号・俳号などのほか、
必ず本名を記入する▼額装・パネルなどの
作品は、必ず金具等を取り付けて出品す
る▼出品作品を申込書に記入

作品展示	 各展の展示についての異議は一切受け付
けない

搬　　出	 11 月 3日（水）午後 1時から出品者が搬出
そ の 他	 開催期間は原則として団体ごとに当番を

おくこと
申込期限	 10 月 14日（木）
申込方法	 中央公民館に直接申し込む。（各団体は

10 月 14 日（木）までに、参加者名簿を同
館に提出してください）

※展示期間中、継続して展示できない人は出品をご
遠慮ください

●応募先・問い合わせ

〒 300ー0333　阿見町若栗 1886ー1 中央公民館

☎888ー2526

●芸術展出展作品募集要項●

日　時	 10 月 17 日（日）午後 0時 30 分から
場　所	 本郷ふれあいセンター
団　体	 福田和太鼓会、曙面舞会、吉原小学校区和太鼓会、

曙獅子連、君島芸能保存会、実穀源太同好会、掛馬
太鼓保存会、鼓蝶乱、喜幸会、石川同志會石丸囃子

ー阿見町伝統芸能まつりー

開催日時：10 月 27 日（水）〜 11 月 3 日（水）　午前 9 時〜午後 5 時　※ 初日は午後 1 時から、最終日は正午まで
展示会場：町民体育館および中央公民館
作品搬入：10 月 27 日（水）　午前 9 時～正午の間に町民体育館に搬入
　　　　　※ 27 日（水）　午前 9 時～正午以外は、一切受け付けしません

広報あみ 10 月号　6



7　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

●
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
（
退
職

共
済
）
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
65
歳
に
な
る
誕
生
月

（
1
月
生
ま
れ
の
人
は
前
月
）

に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
『
裁

定
請
求
書
』（
は
が
き
）
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
は
が
き

を
返
送
す
る
こ
と
で
老
齢
基
礎

年
金
の
請
求
と
な
り
ま
す

●
希
望
す
る
人
は
、
60
〜
64
歳
の

間
に
期
間
を
繰
り
上
げ
て
請
求

で
き
ま
す
（
65
歳
で
請
求
し
た

時
に
支
給
さ
れ
る
額
か
ら
一
定

率
で
生
涯
減
額
支
給
）。
ま
た
、

66
歳
〜
70
歳
の
間
に
期
間
を
繰

り
下
げ
て
請
求
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
（
65
歳
で
請
求
し
た
時

に
支
給
さ
れ
る
額
か
ら
一
定
率

で
生
涯
増
額
支
給
）

●
裁
定
請
求
す
る
際
の
添
付
書
類

は
、
請
求
者
ご
と
に
異
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

年
金
は
、
受
け
ら
れ
る
資
格
が
あ
っ
て
も
自
動
的
に
支
払
わ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、自
分
で
年
金
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き（
裁
定
請
求
）

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
手
続
き
は
、
加
入
し
て
い
た
年
金
の
種
類
に
よ
っ
て
請
求
書
の
提

出
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
左
表
参
照
）。

みんなでささえ愛…ねんきん

●年金ごとの請求書提出先

● 2つ以上の制度に加入していた場合の請求書提出先

年金を受ける時はお忘れなく

老齢基礎年金の
裁定請求手続き

■
ご
存
じ
で
す
か
？　
国
民
年

金
の
任
意
加
入
制
度

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
満
額
の
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付

済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場

合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
満
額
の
年
金
に
近
づ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険
料

の
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し
て
25

年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ

の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
昭
和
40

年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

に
限
ら
れ
ま
す
）。

こ
の
申
出
に
つ
い
て
は
、
月
々

の
保
険
料
を
確
実
か
つ
円
滑
に
納

付
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
原
則
、

口
座
振
替
を
お
申
し
込
み
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本

国
籍
の
人
も
国
民
年
金
に
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

土
浦
年
金
事
務
所
☎
8
2
4

ー

7
1
2
1

土
浦
年
金
事
務
所
か
ら

国
金民
年

詳
し
く
は
国
保
年
金
課
ま
た

は
土
浦
年
金
事
務
所
（
☎

8
2
4
ー

7
1
6
9
）
ま
で

国保年金課国民年金係☎ 888ー1111（136・137）

加入年金制度 請求書提出先

国民年金
第 1号被保険者期間のみ 国保年金課
第 3号被保険者期間がある 土浦年金事務所

厚生年金のみ 最後に勤務した会社の管轄年金事務所
共済年金のみ 加入していた共済組合
国民年金基金・厚生年金基金 それぞれ加入していた基金

加入年金制度 請求書提出先
国民年金と
厚生年金

最終が国民年金 土浦年金事務所
最終が厚生年金 最後に勤務した会社の管轄年金事務所

国民年金と共済組合 土浦年金事務所および加入していた共済組合

厚生年金と
共済組合

最終が厚生年金 最後に勤務した会社の管轄年金事務所および加入
していた共済組合

最終が共済組合 土浦年金事務所および加入していた共済組合

国民年金と
厚生年金と
共済組合

最終が厚生年金 最後に勤務した会社の管轄年金事務所および加入
していた共済組合

最終が国民年金または
共済組合

土浦年金事務所および加入していた共済組合

手
続
方
法
等



世
帯
主
が
町
国
保
以
外
の
社
会

保
険
等
に
加
入
し
て
い
て
、
同
じ

世
帯
の
だ
れ
か
が
国
保
に
加
入
し

て
い
る
場
合
、
そ
の
世
帯
を
『
擬

制
世
帯
』
と
い
い
ま
す
。

国
保
に
は
▼
職
場
の
社
会
保
険

等
加
入
者
と
そ
の
扶
養
を
受
け
る

人
▼
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

ー
以
外
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
は
、
世
帯
単
位

（
保
険
証
は
一
人
一
枚
）
で
構
成

さ
れ
、
保
険
証
や
国
保
税
の
納
税

通
知
書
等
は
世
帯
主
に
送
付
さ
れ

ま
す（
国
民
健
康
保
険
法
・
地
方

税
法
）。

世
帯
主
は
国
保
に
加
入
し
て
い

な
い
場
合
で
も
、
国
保
税
の
納
税

義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
保
税
は
国
保
加
入
者
の
前
年

の
所
得
や
固
定
資
産
税
額
、
加
入

人
数
な
ど
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す

（
国
保
税
の
軽
減
判
定
に
は
世
帯

主
の
所
得
も
含
み
ま
す
）。

保
険
証
の
氏
名
欄
の
上
部
に
擬

制
世
帯
を
示
す
（
擬
）
が
表
示
さ

れ
ま
す
。

※
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す

擬
制
世
帯
の
被
保
険
者
は
、
届

出
に
よ
り
国
保
に
お
け
る
世
帯

主
と
し
て
変
更
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
▼
国
保
税
に
未
納

が
な
い
▼
今
後
の
納
付
・
届
出

義
務
等
に
国
保
運
営
上
支
障
が

な
い
と
認
め
ら
れ
る
▼
世
帯
主

の
同
意
が
あ
る

ー
人

社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
場

合
、
14
日
以
内
に
国
保
の
窓
口

で
資
格
喪
失
の
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
（
左
表
参
照
）。

擬
制
世
帯
に
限
ら
ず
、
国
保
加

入
者
が
社
会
保
険
等
に
『
被
扶
養

者
』
と
し
て
加
入
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
次
の
❶
と
❷
の
両
方

の
条
件
を
満
た
す
人
は
、
職
場
で

確
認
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

❶
国
保
加
入
者
と
社
会
保
険
等
加

入
者
の
関
係
が
、
▼
直
系
の
親

族
（
配
偶
者
・
子
・
父
母
等
）
▼

傍
系
の
親
族
（
兄・叔
父・お
い・

配
偶
者
の
父
母
等
）
で
、
同
じ

世
帯

ー
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
社
会
保
険
等
加
入
者
の
収

入
の
大
半
で
生
計
を
維
持
し
て

い
る
人

❷
年
収
が
1
3
0
万
円
未
満

（
60
歳
以
上
ま
た
は
障
害
者
の

人
は
1
8
0
万
円
未
満
）
で
、

社
会
保
険
等
加
入
者
の
年
収
の

2
分
の
1
未
満
の
人
（
高
校
・

大
学
を
卒
業
し
、
ア
ル
バ
イ
ト

等
で
収
入
の
あ
る
人
な
ど
も
該

当
す
る
場
合
あ
り
）

※
失
業
給
付
を
受
け
て
い
る
人

は
、
原
則
と
し
て
給
付
期
間
中

は
被
扶
養
者
と
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
給
付
額
が
少

な
い
場
合
に
は
認
め
ら
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
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みんなでささえ愛…こくほ

国保税　納めて安心　わが家の健康

国保
お問い合わせは…
国保年金課国保係
☎ 888 ー 1111（131・
132・133）

社会保険に加入しているのに…
どうして私に国保の納税通知が？

『擬制世帯』ってなあに？

国保をやめる場合 持参するもの
ほかの市区町村へ転出した
とき 保険証・印鑑

ほかの健康保険などに入っ
たとき

国保と健保の保険証・印
鑑

生活保護を受け始めたとき 保護開始決定通知書・保険証・印鑑

死亡したとき 死亡を証明するもの・保
険証・印鑑

※外国籍の人はいずれの届け出にも外国人登録証を
持参してください

擬
制
世
帯
と
は
？

保
険
証
の
表
示
は
？

社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
と

き
は
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
！

いずれかの医療保険に入ることになります

社会保険等 国　　保
（国民健康保険）

会社員
健康保険
会社員
健康保険

公務員
共済組合
公務員
共済組合

船員
船員保険
船員
船員保険

退　

職

退　

職

●自営業の人、農業・
漁業を営んでいる人
●退職して職場の健康
保険をやめた人
●パート・アルバイト
などをしていて職場
の健康保険に加入し
ていない人
●外国人登録をしてい
て 1年以上日本に
滞在すると認められ
た外国籍の人

社会保険等
の任意継続
社会保険等
の任意継続

一定の条件を満たせば、
引き続きその医療保険に
加入することができます



“メタボ”を撃退しましょう！！

9　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

とくていほけんしどう

特定保健指導で
“メタボ”を撃退しましょう！！

特定健診の結果、メタボリックシンドローム該当または予備群と判定された人には、生活習慣改善の必要度
によって、特定保健指導が行われます。町国保加入者で特定保健指導の対象となった人には、後日案内通知が
郵送されます。また、町国保以外の人は、加入されている医療保険者へお問い合わせください。
生活習慣を振り返り、健康的な生活を送るために、特定保健指導に参加してメタボを撃退しましょう。

特定健診・特定保健指導の流れ

健康づくり課（総合保健福祉会館『さわやかセンター』内）☎ 888ー2940

特
定
健
診

腹囲が
▼男性：85cm以上
▼女性：90cm以上
または、
▼ BMI（肥満度）が
25以上

3 つのうち、いずれ
か 1つでも該当
▼高血糖
▼高血圧
▼脂質異常	 中 性 脂
肪が高め、HDLコ
レステロールが低め

＋

特定保健指導

➡ ➡

➡

➡

➡

生
活
習
慣
改
善
の
必
要
度
に
よ
っ
て
階
層
化

※
年
齢
・
治
療
歴
・
喫
煙
歴
な
ど
も
考
慮

高い

中程度

低い

●❶積極的支援
メタボを解消するための支
援を一定期間、継続的に受け
ることができます。

●❷動機づけ支援
生活習慣を振り返り、自分
で目標を設定するための支援
を受けられます。

●❸情報提供
健診結果とともに、健康づ
くりに役立つ情報が提供され
ます。

自分にあった
改善法がわかる
自分にあった
改善法がわかる

目標を自分で
決めることができる
目標を自分で

決めることができる
太りにくい生活習慣を
無理なく続けられる
太りにくい生活習慣を
無理なく続けられる

■メタボリックシンドロームとは？
内臓まわりに脂肪がつく内臓肥満に加えて、高血糖、高血圧、脂質異常のい
ずれかをかかえている状態をいいます。放っておくと、動脈硬化を進行させ、
心臓病や脳卒中などの命にかかわる病気を引き起こす危険が高まります。
根本的な解決には、食事や運動などの生活改善や禁煙をし、内臓脂肪を減ら
していくことが大切です。

■特定保健指導に参加すると
これまでの生活習慣を振り返り、内臓脂肪を減らすための改善方法を一緒に
考え、実践できるよう、専門スタッフがサポートします。 脂肪

脂質異常

高血糖

高血圧



不妊治療費助成事業

国
で
は
平
成
24
年
ま
で
に
わ
が

国
か
ら
麻
し
ん
を
排
除
し
、
そ
の

状
態
を
維
持
す
る
こ
と
が
目
標
に

定
め
ら
れ
、
麻
し
ん
風
し
ん
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
率
95
％
以
上
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
で

も
そ
の
目
標
達
成
を
目
指
し
、
以

下
の
対
象
者
の
皆
さ
ま
に
接
種
勧

奨
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
1
期
：
1
歳
の
と
き

▼
2
期
：
年
長
児

▼
3
期
：
中
学
1
年
生
相
当
年
齢

▼
4
期
：
高
校
3
年
生
相
当
年
齢

第
3
期
の
対
象
者
で
私
立
中
学

校
に
在
学
の
人
、
町
内
の
中
学
校

で
集
団
接
種
が
で
き
な
か
っ
た

人
、
第
4
期
の
対
象
者
に
は
既
に

ご
案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
2
期
、
3
期
、
4
期

の
対
象
者
の
う
ち
6
月
末
時
点
に

お
い
て
接
種
が
お
済
み
で
な
い
人

に
は
接
種
勧
奨
通
知
を
し
て
お
り

ま
す
。
お
心
当
た
り
の
人
は
、
な

る
べ
く
速
や
か
に
協
力
医
療
機
関

に
て
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
接
種
期
間
を
過
ぎ
ま
す
と
町
の

補
助
が
受
け
ら
れ
ず
、
全
額
自

己
負
担（
1
0
3
0
0
円
）と
な

り
ま
す
。
予
診
票
を
紛
失
さ
れ

た
人
は
母
子
健
康
手
帳
を
持
参

の
上
、
健
康
づ
く
り
課
で
再
発

行
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

きょうも あしたも さわやかに

平
成
17
年
5
月
以
降
、
厚
生
労

働
省
か
ら
積
極
的
な
接
種
勧
奨
を

差
し
控
え
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
年
4
月
か
ら
、
第

1
期
の
標
準
的
な
接
種
期
間
に
該

当
す
る
人
（
3
歳
に
対
す
る
初
回

接
種
）
に
対
し
て
積
極
的
勧
奨
が

一
部
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

お
子
さ
ん
が
3
歳
に
な
っ
た
ら

定
期
日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
勧
奨
差
し
控
え
に
よ
っ

て
過
去
に
接
種
を
受
け
な
か
っ
た

人
に
対
す
る
接
種
機
会
の
確
保
と

し
て
、
8
月
27
日
付
で
以
下
の
通

り
法
改
正
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
改
正
内
容

勧
奨
差
し
控
え
に
よ
っ
て
接
種

で
き
な
か
っ
た
第
1
期
の
不
足
分

（
1
回
～
3
回
）
を
、
第
1
期
の

期
間
（
6
か
月
以
上
7
歳
6
か
月

未
満
）
お
よ
び
第
2
期
（
9
歳
以

上
13
歳
未
満
）
に
接
種
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
1
回
接
種
後
の
人
：
残
り
2
回

▼
2
回
接
種
後
の
人
：
残
り
1
回

▼
未
接
種
の
人
：
残
り
3
回

ま
た
、
第
1
期
が
接
種
済
み
の

人
は
、
第
2
期（
9
歳
以
上
13
歳
未

満
）を
個
別
接
種
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
勧
奨
差
し

控
え
に
よ
り
対
象
年
齢
を
過
ぎ
、

第
2
期
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い

な
い
人
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

予防接種
●麻しん風しん混合予防接種はお

済みですか？
●3歳になったら日本脳炎予防接種！

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

日
本
脳
炎
予
防
接
種

■平成 22年度町不妊治療費助成事業
体外受精・顕微授精（特定不妊治療）の治療費が
県不妊治療費助成事業の補助額を超えているもの
に対し、さらに町から治療費の一部を助成します。
▶助成内容	 1 回の治療につき 5万円を限度に、
1年度あたり 2回まで、通算 5年間助成
▶対象	 次のすべての要件に該当している人❶県
不妊治療費助成事業補助金の交付を受け、さら
に治療費がそれを上回っている❷法律上の婚姻
をしている夫婦で、夫または妻のいずれか一方
が特定不妊治療の終了日において町内に 1年
以上住所を有すること
▶申請方法	 県の不妊治療費補助金交付決定を受
けた後、必要書類を持って下記に申請
▶必要書類	 ▼県不妊治療費補助金交付決定通知
書▼県不妊治療費助成事業受診等証明書の写し
（県に提出前に複写をとっておく）▼医療機関
発行の領収書
▶問い合わせ	 健康づくり課保健予防係（総合保
健福祉会館内）☎ 888－2940

■平成 22年度県不妊治療費助成事業
県では、体外受精・顕微授精を受けた人に治療
費の一部を助成します。
▶助成内容	 1回の治療につき15万円を限度に、
1年度あたり 2回まで、通算 5年間助成
▶対象	 次のすべての要件に該当している人❶法
律上の婚姻をしているご夫婦で、夫または妻の
いずれか一方が県内に住所を有すること❷所得
制限あり（詳細は下記へご確認ください）❸県が
指定する医療機関にて実施した治療であること
▶申請方法	 まずは所得要件や申請書類などの確
認のため、申請前に相談（治療後でも申請の相
談も応じる）。治療・支払い後、保健所に必要書
類を添えて申請
▶必要書類	 ▼県不妊治療費補助金交付申請書▼
県不妊治療費助成事業受診等証明書▼医療機関
発行の領収書▼住民票（おおむね１か月以内の
もの）▼夫および妻の所得（課税）証明書（控
除の記載があるもの）各１通
▶問い合わせ	 土浦保健所☎ 821－5398

              問い合わせ　健康づくり課保健予防係（総合保健福祉会館内）☎ 888ー2940 10



ちょうみんかつどうせんたー

町民活動センター　☎888ー2051　業務時間：月曜日を除く午前 10 時〜午後 9 時

町民活動センターだより
 《えがお》 《えがお》

11　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

町民活動センターでは、現在さまざまな講座等が実施されていますが、これらの活動は講師の皆さんの「自らの知識
や経験を広く社会に還元したい」という社会貢献の思いにより実現されています。町民活動センターは、これらの活動
を行う場を提供することで、社会貢献活動の推進を図っています。
今回は、町民活動センターを拠点として実施されている活動をご紹介いたします。

皆さんそれぞれの思いを持って、町民活動センターを拠点として活動を進められております。少ない人数でスター
トした活動も、継続しているうちに、除々にではありますが人数も増えてきています。
一方的に教えるという形ではなく、どこか地域コミュニティを感じさせられるような、ホンワカした空気の中で着
実に進行しています。皆さんが好きなことやお持ちの知識を社会に生かすきっかけづくりを、町民活動センターはお
手伝いします。
また、ボランティア･NPOのことで、お聞きしたいことのある人はぜひ、町民活動センターにご連絡ください。

町民活動センターを支える社会貢献活動紹介

■和田工房　～えんぴつ画初級講座～
毎週金曜日午前10時～正午に活動しています。メンバー全員が初心者ですが、

『描く』＝『見る』なので、よく見ることができれば描けるのです。
行きつ戻りつ、ゆっくりですが、確実に技術向上しています。平成 23年 5月
のグループ展を目標に、楽しみながら描いています。また、今月（10月）から『こ
ども工作教室』が始まりますので、参加してください。

▼日時：毎週金曜日午前 10時～正午　▼講師：和田泰子　▼参加費：500 円
▼募集：若干名

■楽しい陶芸
好きなことに打ち込め、生きがいを見い出せればこんな素敵なことはありま
せん。生きる力と喜びを与えてくれます。陶芸を通して喜びと感動を共有し、
人と人とのつながりが持てる楽しい陶芸をと、願っています。
“楽しい”をモットーに、作風にとらわれず、おもいおもいに作陶に励んでい
ます。

▼日時：毎週金曜日午後 5時～ 7時 30分　▼講師：井手晃治
▼材料費：仕上がり 1kgに付き 1,000 円　▼参加費：なし　▼募集：若干名

■はじめてのパソコン
はじめてのパソコンを始めてかれこれ 1年と 10か月になります。この間、受
講者の人も随時入れ替わり、これまでに延べ 30人ほどが受講されました。
長い間受講され実力のついた人も、パソコンが初めてという人も一緒に受講する
というパターンが続いています。どちらの人にも満足のいく効果的な講義･実習は
難しいところがありますが、何とか工夫しながら進めており、満足いただいている
のではないかと自負しております。これからもより一層、創意工夫して、より早く
パソコン操作を習得していただけるよう努力していきたいと思っております。

▼日時：毎週水曜日午後 3時～ 5時　▼講師：山下勇生　▼参加費：200 円
▼募集：若干名



男女共同参画社会づくりにむ
けて…意識改革が最初の一歩
～話そう、働こう、育てよう。いっしょに～
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だんじょきょうどうさんかくしゃかい

町民活動推進課☎888ー1111（271 〜 273）

生涯を通して考えたい「ワーク・ライフ・バランス」というのも、一般的には「仕事と生活の調和」と訳されま
すが、この「ワーク」を「生活を支えるための仕事」と限定せずに「収入の有無にかかわらず、社会的に意義の
ある活動」と広くとらえるならば、学生にとっては「勉強」、人によっては「家事」・「ボランティア」など、その
人なりの「ワーク」があるといえます。
また、子どもたちにも「今の自分の生活時間をバランス良く使うには？」を考えてほしい。それが将来「ワ

ーク・ライフ・バランス」を考える力にもなると思います。
時間とともに変化しながらも「ワーク・ライフ・バランス」は、あなたにとって一生涯かかわり、決して人ご
とではないはずです。
この機会に、「ワーク」と自分流の「ライフ」が上手にからみ合っているかどうか、ちょっと見つめなおして
みませんか？

ワーク・ライフ・バランスへ挑戦

▼配偶者からの被害者　女性 42.1％・男性 17.8％　▼交際相手からの被害者　女性 35.9％・男性 26.5％

暴力の被害者は「別れない」のではなく、「別れられない」その理由は以下のことが挙げられる。
❶恐怖感・不安感
被害者が「別れたら何をされるか分からない」「別れたら殺されるかもしれない」「別れたら死ぬ」と脅され
ている場合

❷無力感
「自分が悪いから、暴力をふるわれても仕方がない」「この暴力に自分は我慢するしかない」「誰も自分を助
けてくれない」など、自分が被害者である自覚をすることが難しくなる
❸複雑な心理
「お前のために暴力をふるうんだ」「愛しているから束縛するんだ」「自分が悪かった、二度としない」など、
暴力をふるった加害者が非常に優しく接すると、被害者は「いつか相手が変わって暴力をふるわなくなる」
「子どもでもできれば」など、期待して加害者と別れることが難しくなる
❹もともと好きな相手であったこと
交際相手はもともと好きな相手であるため、暴力をふるわれても、その後に加害者が謝ってきたり、優し
くされたりすると、被害者は「二度と暴力をふるわないかもしれない」と希望的観測をもって交際を続け、
加害者が暴力をふるわない時は「お前が必要なんだ、愛している…」など、非常に優しい。「この人を何と
か助けたい、助けられるのは自分しかいない」など、別れることが難しくなる場合もある

（平成 22年 3月内閣府男女共同参画局発行資料参考）
■問い合わせ先
県婦人相談所（配偶者暴力相談支援センター）  ☎ 029ー221ー4166
●電話相談（匿名で気軽にご相談できます）
▼平日：午前 9時～午後 9時　▼土・日・祝日：午前 9時～午後 5時
※秘密は守ります。相談は無料です

ＤＶ…なぜ加害者と別れないのか？

このマークは男女共
同参画社会のシンボ
ルマークです



13　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

あんしんのまち

町民活動推進課☎888ー1111（271・272）

みんなでつくろう
安心の街

大切な自転車に「愛錠」を
「歩くのが面倒くさい」と安易に自転車を盗む事件が増えています。自転車をとめるときには、短い時間で
も鍵をかけましょう。
●自転車を防止するために…
○「ツ－ロック」にしましょう！
窃盗犯は、犯行時間が長引くことを嫌がります。そのため、あらかじめ
取り付けてある錠のほかにもう１種類違う種類の錠を取り付けましょ
う。

○自宅に駐車する場合でも施錠しましょう
自宅だからといって安心してはいけません。長時間とめておく自宅だか
らこそ鍵をかけるのです。

○防犯登録をしましょう！
登録することにより、盗犯が狙いづらくなったり盗まれた際の早期発見
が容易になります。

あなたのバッグ狙われています！
「まさか自分に限って被害に遭うことはない」と思わないで「自分も狙われている」という意識を持ち、注意
しましょう。
●ひったくりを防止するために…
○徒歩の場合、バッグの持ち方を常に意識する
○自転車のカゴには「ひったくり防止ネット・カバ－」を装着する
○後方からバイクや自転車が近づいてきたら警戒する
○金融機関などで現金を下ろした後や駐車車両に乗り込むとき。また、人
通りの少ない道路を歩くときは、特に警戒する

○夜間の帰宅などは、遠回りでも明るく、人通りのある道を通る
○歩きながらのメ－ルや通話は控える

●配信情報
○犯罪発生情報と防犯対策情報
空き巣・自転車盗・車上狙い・ひったくりなどの発生情報と防犯情報
○お知らせ情報等
県警からの地域の安全に関する情報とお願い

●受信する地域の選択
○受信地域（市町村）が 1か所または県南全域を選択して登録します（選択した地域以外の情報を送信する
場合があります）

●登録方法
○次の登録用のメ－ルアドレスにアクセスしてください
「add@mail1.police.pref.ibaraki.jp」画面の案内にしたがって登録してください。
○パソコンおよび携帯電話から県警ホ－ムペ－ジにアクセスし、「ひばりくん防犯メ－ル」の項目から画面
の案内にしたがって登録することもできます

ひばりくん防犯メール



広報あみ 10 月号　14

みなさん、こんにちは。
澄んだ空の下、元気に飛ぶ赤とんぼの姿が秋を感じさせる季
節となりました。
今回は、『2～ 3歳児の遊び』に関するQ＆Aです。

各保育所・保育園についての問い合わせ：児童福祉課☎888ー1111（168）

子どもは、身近な大人と一緒に体を使って遊ぶ
ことが大好きです。大人のひざの上に子どもを乗
せて「♪バスに乗って揺られてる　ゴーゴー」と一
緒に遊ぶのも楽しいですね。身近な大人と向かい
合って「だるまさん　だるまさん　にらめっこし
ましょ…」とお互いの顔を見つめ合ってにらめっ
こ遊びも楽しめます。

子どもと一緒に体を動かす遊びには、どうい
うものがありますか？

家庭にある身近な物を使った簡単な遊びとして、
布遊び（ハンカチ・風呂敷など）があります。布は、
顔を隠して「いないいないばあ」やバックにして物
を入れたり、体に巻いてのごっこ遊びも子どもは
大好きです。空き箱を使って乗り物ごっこをして
も楽しく遊べますね。

身近な物を使った遊びは、どういうものがあ
りますか？

こそだてをおうえん

子どもは、表現がおもしろいものや、リズミカル
な言葉のくりかえしのある絵本が好きです。読んで
もらった絵本の中から、好きな絵本や気に入った絵
本をみつけて何度も「読んで」と言います。好みの
絵本を大人に、くりかえし読んでもらうことで子ど
もは絵本の世界に引き込まれ、夢中になります。心
ゆくまで大好きな絵本を読んでもらった子どもたち
は、感性や想像力が豊かに育っていくでしょう。

同じ絵本を見るのが好きです。ほかの絵本を
見せた方がいいのですか？

ブロックを使った遊びはありますか？

子どもは、身の回りにある物や、おもちゃを何
かに見立てて遊ぶことが好きです。ブロックや積
み木をつなげたり、積んだりするほかに「モグモグ」
と言って食べるまねをしたり、耳にあてて電話し
ているまねをしたりと、子どもは、普段の大人の
姿を見てまねて遊びます。
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問い合わせ　商工観光課観光物産係　☎ 888ー1111（172）15
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ひ
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。
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かんきょうをたいせつに

環境課☎ 888ー1111（142）

環境衛生環境衛生
●浄化槽の点検・届出　●ごみの分別　●看板の紹介

次回の町内クリーン作戦は 11月 7日（日）
次回の町内クリーン作戦は、11 月 7日（日）に
実施いたします。例年であれば、11月の第 2日
曜日に実施しているところですが、今年は防災
訓練と日程が重なっているため、1週間早く実施
することになりました。お間違えのないようご
注意ください。
町内クリーン作戦は、町内に散乱するごみ等
を回収し、環境美化を推進するために行います。
皆さまの積極的な参加をお願いいたします。

■生ごみは水分をよく切ってから出してください
水分をよく切ることは、ごみの減量化になった
り、霞クリーンセンターで燃やす際に燃えやすく
なったりと、とても重要なことであり、地球温暖
化対策であるCO2削減にもつながります。

中身をゆすいでから、入れてください。
※割れないように注意！

中身をゆすいでから、
つぶして入れてくだ
さい。

キャップとラベルを取り、
つぶして入れてください。

環境課では、住民の皆さまの快適な生活環境を保全するため、看板を作成・配布しています。

看板の紹介

▲ごみ集積所
（阿見・竹来中地区）

▲ごみ集積所
（朝日中地区）

▲資源ごみの持ち去り禁止 ▲犬のフン防止 ▲不法投棄禁止

■点検はきちんと受けましょう！
浄化槽法により、浄化槽管理者は定期的に『保守点

検』・『清掃』・『法定検査』をしなければなりません。特
に法定検査は受検率が低い状況にあります。浄化槽
からの排水の水質を確認することは、霞ヶ浦を汚さな
いためにも大事なことですので、必ず受検しましょう。
■廃止する際には届出を！
浄化槽を廃止する際の廃止届の未提出が見受けら
れます。届出なく廃止をされた場合、町での把握が
困難になります。すでに廃止をしていながらまだ届
出を提出していない人は、速やかにご提出ください。

環境課からのお願い

■ごみのリサイクル率
町ではごみのリサイクルを推進しています。し
かしながら、当町のリサイクル率は、県内におけ
るリサイクル率の平均値より 1割以上低いのが現
状です。住民の皆さまのご協力により、ごみの分
別の徹底をお願いいたします。

浄化槽の点検・届出 ごみの分別の徹底をお願いします
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■おわびと訂正
『広報あみ』9月号お知らせ版 2
ページ『図書館だより』の、『10 月
の展示・イベント案内』で、曜日に
誤りがありました。
『映像資料上映会　❷一般向け』
の期日が 24 日（土）となっているの
は 24 日（日）の誤りです。おわびし
て訂正します。
▶問い合わせ	 秘書課広報係☎ 888

ー1111（283）

戦没者のご遺族の皆さまへ

■戦没者等の遺族に対する
第 9回特別弔慰金
平成 17 年 4 月 1 日から平成 21
年 3月 31日の間において、公務扶
助料等または遺族年金を受ける人が
亡くなるなどしたことにより、平成
21年 4月 1日において、前記年金
給付の受給権者がいない場合に、次
の順番による先順位のご遺族お一人
に特別弔慰金が支給されます。
▶対象	 戦没者等の死亡当時のご遺
族で、❶平成 21年 4月 1日まで
に戦傷病者戦没者遺族等援護法に
よる弔慰金の受給権を取得した人
❷戦没者等の子❸戦没者等の①父
母②孫③祖父母④兄弟姉妹（戦没
者等と生計関係を有していた人の
うち、平成 21年 4月 1日におい
て婚姻していたとしても氏が変わ
っていない人、または同日におい
て遺族以外の人と養子縁組してい
ない人）❹上記「❸」以外の戦没
者等の①父母②孫③祖父母④兄弟
姉妹（戦没者等と生計関係を有し
ていない人や、戦没者等と生計関
係を有していたが上記「❸」に該
当しない人）❺上記「❶」から「❹」
以外の三親等内の親族（戦没者の
死亡まで引き続く 1年以上の生

お知らせ

	役場
☎ 888ー1111（代表）

Information
計関係を有していた人）
▶支給内容	 額面 24 万円、6 年償
還の記名国債
▶請求期間	 平成 24 年 3 月 31 日
まで
※請求期間内に請求を行わないと
時効により特別弔慰金を受ける
権利が消滅するので注意してく
ださい
▶提出先	 町社会福祉課
▶問い合わせ	 ▼県長寿福祉課援護
担当☎ 029ー301ー3337 ▼町社
会福祉課社会福祉係☎ 888ー
1111（161）

■『外国人のための日本語
教室後期講座（10 〜 3
月）』生徒募集
後期講座を下記のとおり開催しま
す。途中からの受講も可能です。ま
た、外国人で日本語を勉強したいと
いう人がおりましたら、本講座を紹
介してくださるようお願いします。
曜日 期　日

木

10月 7日・14日・21日・28日
11月 11日・18日・25日
12月 2日・9日・16日
平成 23 年 1月 13日・20日・
27日
2月 3日・10日・17日・24日
3月 3日・10日・17日

日

10 月 10日・17日・24日
11月 7日・14日・21日・28日
12月 5日・12日・19日
平成 23 年 1月 16日・23日・
30日
2月 6日・13日・27日
3月 6日・13日・20日・27日

▶時間	 ▼木曜クラス（2クラス）：
午前 9 時 30 分〜11時▼日曜ク
ラス（5クラス／レベル別）：午後
1時〜 3時
▶場所	 中央公民館
▶参加料	 2,000 円（6か月分のコ
ピー代。別途テキスト代が必要）
▶申込方法	 電話で下記に申し込む
（授業のある日は教室でも受付可）
▶問い合わせ	 町国際交流協会事務
局☎ 888ー1111（292）

■平成 23年度学院生募集
▶募集訓練科	 機械技術科・自動車
整備科・情報技術科・コンピュータ

制御科　※訓練期間は各科 2年
▶応募資格	 高等学校または中等教
育学校を卒業した人（見込を含
む）。またはこれと同等以上の学
力を有すると認められる人
▶試験期日	 11 月 12日（金）
▶受付期間	 10 月 25 日（月）～ 11
月 5日（金）

▶問い合わせ	 県土浦産業技術専門
学院☎ 841ー3551

■重大な災害や河川環境の
悪化につながります
霞ヶ浦、北浦、常陸利根川、鰐川、
横利根川はみなさんのものです。生
命や財産を洪水などから守る河川堤
防や護岸を大切に利用しましょう。
下記の行為は、河川法その他の法
律により許可されている場合を除
き、禁止または制限されています。
こうした行為には懲役や罰金が科せ
られる場合があります。
❶河川（湖）の水を取水し利用する
こと
❷田畑を耕作したりまたは草花を植
えたりすること
❸釣り台や桟橋など、工作物を設置
すること
❹土砂などを採取したり竹木等を伐
採・採取すること
❺湖岸堤防を切盛土し出入口を設け
るなど土地の形状を改変すること
❻河川管理施設（堤防や護岸等）を
破損すること。物を燃やしたりす
ること。除草剤等を散布すること。
油、燃料、薬物や汚物などを河川
に流すこと
❼家庭・粗大ゴミ、ふん尿、動物の
死体、そのほかの産業廃棄物等を
河川に捨てたり、埋めたり、また
は放置したりすること

▶問い合わせ	 国土交通省霞ヶ浦河
川事務所占用調整課☎ 0299ー63
ー2419

×



1 日生まれの人　※町外転出の
参加希望者は下記にお問い合わせ
ください
▶問い合わせ	 中央公民館☎ 888ー
2526

■『介護者交流会』参加者募集
在宅で高齢者等を介護している人
を対象に交流会を実施します。
▶期日	 10 月 27 日（水）・28 日（木）・
29 日（金）・30 日（土）　※都合の良
い日を 1日お選びください
▶時間	 午前10時30分〜午後2時
▶場所	 総合保健福祉会館『さわや
かセンター』
▶内容	 寄せ植え体験と座談会
▶参加料	 1,350 円
▶申込期間	 10 月 15日（金）まで
▶申込方法	 電話で下記に申し込む
▶問い合わせ	 町社会福祉協議会　
池田・相馬☎ 887ー0084・8124

■町民活動センターから
●こども工作教室
▶テーマ	 透明ジェルローソク作り
▶期日	 10 月 16日（土）
▶時間	 午前 10時～正午
▶講師	 和田泰子氏
▶参加料	 1,000 円（2種類作成）
●フラワーアレンジメント講座
▶期日	 10 月 12日（火）
▶時間	 午前 10時 30分〜正午
▶講師	 小林よし子氏
▶募集人数	 20 人（定員で締切）
▶参加料	 1,500 円（花器等含む）
▶持参品	 はさみ
●これから始めるパソコン『超入門
失敗しないパソコンの買い方講座』
▶期日	 10 月 26 日（火）
▶時間	 午前 10時～正午
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おしらせ

シンポジウム

■『豊かな食』と子どもたち
ー阿見町における食育
の『今』ー
食の安全・安心や環境への関心が高
まるとともに、学校における食育・食
農教育が各地で展開されています。
町においても地元農産物を用いた
学校給食による食育活動が展開され、
阿見産を含む県産品の食材利用率は
平成20年度に63％で県内1位とな
りました。また、小学校を対象とし
た食農教育事業も始まっています。
本シンポジウムでは、これら町に
おける食育・食農教育の『今』を地域の
みなさんと共有し、子どもたちの『豊
かな食』への方向性をみなさんととも
に考えたいと思います。地元の農業
や『食』に興味のある人、特にPTA
の皆さまの参加をお待ちしています。
▶期日	 10 月 16日（土）
▶時間	 午後1時30分～4時30分
▶場所	 本郷ふれあいセンター
▶内容	 町における食育・食農教育
の取り組み
▶発表者	 町学校給食センター、町
農業振興課、茨城かすみ農協、地
元生産者、茨城大学農学部の各担
当者ほか
▶参加料	 無料
▶問い合わせ	 企画財政課☎ 888ー
1111（221・222）

■第 63回町成人式典
▶期日	 平成 23年 1月 9日（日）
▶時間	 ▼受付：午前9時15分から
▼式典：午前10時から　※式典終
了後に記念写真撮影
▶場所	 町民体育館
▶対象	 町に住民登録している平成
2 年 4 月 2 日から平成 3 年 4 月

〈広告欄〉

▶講師	 成田清和氏
▶募集人数	 20 人（定員で締切）
▶参加料	 500 円
▶内容	 ▼パソコンって何▼パソコ
ンで何ができるの▼何をそろえれ
ばいいの（周辺機器など）▼どこ
で買えるの▼どのくらいするの
（購入費用など）
●パソコン学習会
▶期日	 ❶第1・3水曜日（問題解決
コースおよび初心者コース）❷第2・
4水曜日（テーマ設定コースおよび
初心者コース）❸毎週木曜日夜
▶時間	 ❶❷午前 10時～正午❸午
後 7時～ 9時
▶講師	 成田清和氏
▶募集人数	 ❶❷各 20 人❸ 10 人
※定員で締切
▶参加料	 各回 500 円（資料代）
▶持参品	 ノートパソコンをお持ち
の人はご持参ください
●パソコンなんでも相談室
▶期日	 10 月 9日（土）
▶時間	 午後1時30分〜3時
▶内容	 購入からネット接続・パソ
コン利用法・トラブル解決法など
▶講師	 いばらき IT 普及協議会
▶募集人数	 10 人（定員で締切）
▶参加料	 500 円
●『阿見おもちゃの病院』開院
子どものおもちゃを無料（交換部
品代のみ実費負担）で修理します。
▶期日	 10 月 10日（日）
▶時間	 午後 1時〜 3時
▶講師	 金子隆氏
●申込方法	 電話または直接下記に
申し込む
※場所はすべて町民活動センター
※特に記載がないものは参加無料
●問い合わせ	 町民活動センター☎
888ー2051（月曜日を除く午前
10時〜午後 9時）
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届けます　あなたの声を　行政に

■お気軽にご相談ください
『行政相談』
秋の行政相談週間（10月 18日～
24日）が始まります。
毎日の暮らしの中で、「分かりづら
い道路案内標識を改善してほしい」、
「郵便ポストを設置してほしい」、「施
設をバリアフリー化してほしい」な
ど、困っていること、望んでいるこ
とはありませんか？　こんな時、行
政相談委員にご相談ください。皆さ
まの声を行政にお届けいたします。
町では、藤田英雄さん、糸賀隆夫
さんが行政相談委員として活動して
おり、次の通り、行政相談所を開設
しています。
ご相談は無料、秘密は厳守します。

▶期日	 毎月第 1木曜日
▶時間	 午前 10時～午後 3時
▶場所	 役場 3階 305 会議室
▶問い合わせ	 総務課☎888ー1111
（216）▼行政相談についてのお問

お知らせ

	役場
☎ 888ー1111（代表）

Information

〈広告欄〉

い合わせ：総務省茨城行政評価事
務所行政相談課☎0570ー090110

■くらしの一日総合相談所
▶期日	 10 月 28日（木）
▶時間	 午前 10時～午後 3時
▶場所	 土浦市民会館（土浦市真鍋）
▶内容	 行政（国、特殊法人等、県
など）に関する苦情や意見・要望等
をワンストップで受け付けます
▶問い合わせ	 総務省茨城行政評価
事務所行政相談課☎029ー221ー
3347

■『法務総合相談所』開設
▶期日	 10 月 9日（土）
▶時間	 午前 10 時～午後 4時　※
受付は午後 3時まで
▶場所	 県南生涯学習センター（土
浦市大和町／ウララビル 5階）
▶内容	 境界争い、相続・贈与・売買
などの登記手続、抵当権の抹消手
続、地代家賃の供託手続、戸籍の
届出方法、成年後見制度、夫婦・
親子など家庭内の問題、近隣との
トラブル、セクハラ、子どものい
じめ、DV問題ーなど

▶参加料	 無料
▶問い合わせ	 水戸地方法務局総務
課☎ 029ー227ー9911

■県行政書士会無料相談会
県内の行政書士が、面談により、
遺言・相談・各種許認可等の行政手
続き相談など、暮らしと役所の諸
手続きに関する相談に直接お答え
します。
▶期日	 10 月 31日（日）
▶時間	 午前 10時～午後 4時

▶場所	 中央公民館 1階談話室
▶問い合わせ	 県行政書士会県南支
部　茅場☎ 0299ー26ー2756

■『阿見町戦没者追悼式』
開催
先の大戦において戦没された幾多
の町関係者の霊に対し、町民をあげ
て追悼の誠をささげ、平和への決意
を新たにするため、標記追悼式を下
記の通り行います。
なお、当日式に参加される人は、
略礼服または略礼服に準じた服装に
てお越しください。
▶期日	 10 月 26日（火）
▶時間	 午前 10 時 30 分〜 11 時
45分（受付：午前 9時 30分から）
▶場所	 町民体育館
▶問い合わせ	 社会福祉課社会福祉
係☎ 888ー1111（161）

■（社）阿見町シルバー人材
センターから

●入会説明会開催　当センターの趣
旨に賛同し、健康で働く意欲のあ
る町内在住の 60歳以上の人が対
象（入会承認制）
▶日時	 10 月 19 日（火）（毎月第 3
火曜日開催）午前 10時から
▶場所	 （社）阿見町シルバー人材セ
ンター（総合保健福祉会館『さわ
やかセンター』別館）
●『マイホームのミニ営繕』引き受
けます　マイホームの床・壁の補
修、軽易な大工仕事、ふすま・障
子・網戸の張り替え、家の清掃・雑
役、庭木のせん定、草刈り、草取
りーなどを行います。
●問い合わせ　（社）阿見町シルバー人
材センター☎ 888ー2036

藤田　英雄
（上条）

糸賀　隆夫
（中吉原）
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こがれの予科練に16歳で入隊するも、入らなきゃよかっ
たと後悔するぐらい厳しい訓練が待っていた」ーそれで
も歯を食いしばって必死に過ごしたという日々のことを、
時折笑いを交えながらも、生々しく伝えてくださいました。

仲川さんは昭和 4年生ま
れの81歳。手旗や竹やりな
どをお持ちになり、実演も
交えてお話をしてください
ました。その姿を見ている
と、まるで実際の予科練生
活を目にしているかのよう
に感じられました。

◇　　　◇　　　◇
4 回で延べ 400 人以上の人が参加され、立ち見も出
るほどの盛況でした。参加者からは、「体験者ならでは
の話が聞けてよかった」「今後も続けてほしい」といっ
た意見や感想がたくさん寄せられました。
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■イベント案内
●第2回所蔵資料展「戦後の予科練」
常設展示室に展示しきれなかった、さまざまな所蔵
資料を 9月 14日から展示しています。
●レコード鑑賞会「予科練、歌になる」
「若鷲の歌」、「決戦の大空へ」などを、当時のレコー
ドと蓄音機を使い鑑賞していただきます。
▶日時	 10 月 23日（土）午後 5時 20分～ 6時／無料
※午後 5時以降一般の展示はご覧いただけません

■「元予科練生の体験を聞く会」開催しました
～予科練生時代の体験を、戸張礼記さん（町内在住）、
仲川武男さん（稲敷市在住）にお話いただきました～

戸張さんは昭和3年生まれの
81歳。当館の資料調査委員とし
て勤務されるかたわら、ボラン
ティアで、ご来館のお客さまにお
話をしてくださっています。「あ

予科練平和記念館から

●問い合わせ　予科練平和記念館　☎891-3344
ホームページ　http://www.town.ami.ibaraki.jp/yokaren/index.html

●人口と世帯●
●総人口　47,779 人 （＋ 31）
●男　性　23,656 人 （＋ 38）
●女　性　24,123 人 （－ 　7）
●世帯数　18,223 世帯（＋ 33）

▽ 9月 1日現在▽常住人口ベース▽（　）内は前月比▽総務課調べ

10 月の納税等
町県民税（3期）
国民健康保険税（5期）
後期高齢者医療保険料（4期）
介護保険料（4期）
納期限 11月 1日（月）

11月の納税等
国民健康保険税（6期）
後期高齢者医療保険料（5期）
納期限 11月 30日（火）

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

人権相談／行政相談　日時：9月2日（木）10月7日（木）
午前 10時〜午後 3時／場所：役場 3階 305 会議室

問い合わせ	 総務課☎ 888ー1111（216）
子育て相談　日時：月〜金曜日午前 9時〜午後 4時／
場所：中郷保育所内／訪問相談随時受付

問い合わせ	 地域子育て支援センター☎ 891ー2772
教育相談　日時：火〜金曜日午前 9時〜午後 3時／
場所：図書館となり

問い合わせ	 教育相談センター☎ 888ー1225
心配ごと相談　日時：水曜日午後1時〜4時／弁護士
相談：月1回午後1時〜3時30分［毎週水曜日の心配
ごと相談にて要予約］／場所：総合保健福祉会館相談室

問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084
結婚相談　日時：第 2・第 4土曜日午後 1時〜 4時／
場所：総合保健福祉会館相談室

問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084
高齢者総合相談　日時：月〜金曜日午前 8時 30 分
〜午後 5時 30分／場所：町社会福祉協議会内

問い合わせ	 町地域包括支援センター☎ 887ー8124
消費者相談　日時：月〜金曜日午前 9時〜正午・午後
1時〜 4時／場所：役場 1階町消費生活センタ−

問い合わせ	 町消費生活センタ−☎ 888ー1871
交通事故相談　日時：月〜金曜日午前 9時〜正午・午
後 1時〜 4時 45 分／弁護士相談：水曜日午後 1時〜
4時［要予約］／場所：県土浦合同庁舎

問い合わせ	 県南地方交通事故相談所☎ 823ー1123

●定例相談●

交通事故発生状況　8月（前月比）
消防本部調べ	 軽　　傷	　13人（－ 3)
出場件数　15件（－ 5）	 中　　傷	　 2人（－ 1)
	 重　　傷	　 0人（± 0)
	 死　　亡	　 0人（± 0)
	 合　　計　15人（－ 4)
※�救急車の適正な利用を
お願いします

▼手旗で「ヨ・カ・レ・ン…」

戸張さん

仲川さん
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